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南
海
電
車
の
浜
寺
公
園

駅
は
大
阪
府
堺
市
に
あ
る
。

こ
の
旧
駅
舎
は
一
九
〇

七
年(

明
治
四
〇
年)

に
建

て
ら
れ
た
。
戦
災
を
免
れ
、

二
〇
一
六
年
迄
使
わ
れ
て

い
た
。

日
銀
本
店
等
を
設
計
、

東
大
学
長
と
な
っ
た
辰
野

金
吾
の
設
計
。
柱
や
梁
、

筋
交
い
を
外
に
見
せ
、
間

を
漆
喰
や
煉
瓦
で
埋
め
た

北
欧
の
建
築
様
式
で
あ
る
。

今
は
カ
フ
ェ
や
展
示
室

に
な
っ
て
い
る
。
左
手
の

新
駅
舎
は
南
海
電
車
の
高

架
化
工
事
中
の
仮
の
物
。

か
つ
て
浜
寺
の
海
岸
は

白
砂
青
松
の
海
水
浴
場
で

あ
っ
た
が
、
高
度
成
長
期

に
埋
め
立
て
ら
れ
、
石
油

プ
ラ
ン
ト
等
が
作
ら
れ
た
。

私
は
そ
こ
に
出
張
し
た
事

が
あ
る
。

私
の
親
父
は
十
一
人
兄

弟
の
末
っ
子
。
こ
こ
に
居

た
次
兄
を
頼
り
苦
学(

ア

ル
バ
イ
ト)

を
し
な
が
ら

旧
制
中
学
に
学
ん
だ
そ
う

だ
。

浜
寺
公
園
駅
旧
駅
舎
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大
阪
府
堺
市
西
区
浜
寺
公
園
町

二
〇
二
四
年
四
月

今
の
日
本
で
は
裏
金
、

紅
麹
、
能
登
地
震
被
災
者

救
援
の
遅
さ
な
ど
お
か
し

い
事
が
次
々
。
何
故
？

我
々
は｢

お
か
し
い｣

と

思
う
が
、
こ
れ
ら
は
自
公

政
権
に
は｢
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
果｣
な
の
で
は
？

消
費
税
増
税
で
庶
民
の

消
費
支
出
の
一
部
を
大
企

業
、
大
金
持
ち
に
回
し
た
。

そ
れ
が
法
人
税
減
税
、
所

得
税
最
高
税
率
引
下
げ
。

そ
の
見
返
り
に
パ
ー
テ
ィ

券
と
し
て
事
実
上
の
政
治

献
金
を
さ
せ
た
。
ア
ベ
が

｢

違
法
な
裏
金
を
止
め
る｣

と
云
っ
た
よ
う
に
解
釈
す

る
向
き
も
あ
る
が
怪
し
い
。

集
め
た
金
が
集
め
た
議
員

の
裏
金
に
な
っ
た
ら
、
ア

ベ
の
云
う
事
を
聞
か
な
く

な
る
。
ア
ベ
の
意
向
で
配

る
の
が
目
的
？

規
制
緩
和
と
云
う
が

市
民
運
動
や
労
働
運
動

で
積
み
重
ね
た
国
民
を
守

る
規
制
が｢

規
制
緩
和｣

の

一
言
で
壊
さ
れ
た
。

派
遣
労
働
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
正
規
雇
用
が
減
ら

さ
れ
た
。
労
働
組
合
の
力

は
削
が
れ
、
外
国
で
は
ず
っ

そ

と
上
が
っ
て
来
た
賃
金
が

日
本
だ
け
停
滞
。
こ
れ
は

我
々
に
は
規
制
緩
和
の
マ

イ
ナ
ス
だ
が
、
大
企
業
に

は
プ
ラ
ス
。
企
業
の
内
部

留
保
が
ベ
ラ
ボ
ー
に
増
え

た
。
し
か
し
、
労
働
者
の

購
買
力
は
下
が
り
日
本
経

済
全
体
の
停
滞
に
。

ト
ク
ホ
に
は｢

有
効
性

安
全
性
に
国
の
審
査
許
可｣

が
必
要
だ
が
、
ア
ベ
は
規

制
緩
和
で
そ
れ
の
無
い

｢

機
能
性
表
示
食
品｣

制
度

を
導
入
。
そ
の
結
果
が
今

日
の
紅
麹
サ
プ
リ
問
題
。

ア
ベ
は
内
閣
人
事
局
を

作
り
多
少
と
も
国
民
目
線

の
官
僚
を
排
し
自
分
の
意

向
に
沿
う
官
僚
に
変
え
た
。

そ
ん
な
官
僚
だ
か
ら
能
登

で
も
政
府
の
動
き
は
遅
い
。

台
湾
と
は
雲
泥
の
差
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

アベノミクスの｢成果｣ 裏金､紅麹､能登支援の遅さ
べにこうじ


